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肥としても需要があり移出された。 
明治期になっても、農業と漁業を組み合わせる生業に大きな変化はなかった。例えば、1911
（明治 44）年、旧波崎町北部の旧若松村には農家 411 戸があったが、専業は 29 戸に過ぎず、




いる。水稲が 300.5ha で最も作付けが多く、次いで、落花生が 143.3ha に上っていた。大麦 71. 









生は、1950 年から 1960 年にかけて、新種の導入などによってやや持ち直し、甘薯と小麦は、
第 1表 旧若松村における主要農産物作付面積の推移 
作物名 
作付面積（10a） 
1909 年 1950 年 1960 年 
水 稲 3,005  3,361  2,919  
大 麦 716  259  678  
裸  麦 670  1,066  527  
小  麦 134  1,992  3,169  
甘 藷 340  2,789  3,624  
落 花 生 1,433  1,037  1,264  
西  瓜 33  125  640  
ピーマン － － 29  
メ ロ ン － 0  7  
（石井ほか,1986) 
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少なくとも 1960 年まで増加し続ける（第１表）。加えて、1960 年には、スイカの生産が増加し、
1950 年には 12.5ha にすぎなかったものが、1960 年には 64.0ha となっている。また、1960 年に
おいて、スイカとともに僅かながらもピーマンとメロンの生産がみられるようになる。 
旧波崎町におけるピーマン栽培は、1948 年頃にカリフォルニアワンダー種が露地で栽培され

























一世代に 1 回は水田面を 15～20cm 掘り下げる必要があった。掘り出された砂は、周囲の土揚
場に積み上げていくことになるので、田の面と畦の比高が大きくなり、農作業はより困難になっ
ていった。 































第１図 明治初期における S集落周辺の土地利用 
（石井ほか, 1986） 
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 一方、畑の方は水田よりも区画の数は少ないものの、水田と同様に分散して分布しており、
相対的に宅地に隣接した場所に多く位置する傾向にある。畑の場合、芝を切った上で砂を盛り
上げて、また、そこに芝をいれて幾度も掘り返すことで造成した。田 1 反歩の開墾には延べ 150
人が必要であったのに対し、畑 1 反歩には延べ 50 人の労力が求められたという。また、田であ
れ畑であれ、生産性は低く収量も不安定であった。 


























さらに、1970 年代になって、パイプハウス9 が普及してくる。パイプハウスは間口が 5m 前 
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後であり、これを連棟にしたり、加温施設がつけられた。さらに、パイプハウスのビニールを
二重にして保温効果を高めたり、間口 18m で 10 列の畝をもつ大型ビニールハウスがつくられ
るようになる。なお、これらは、農業近代化資金の融資や県や町の利子補給を得て、そしてま
た、自己資本によっても行われたものである。 
1966 年の時点で既に、旧波崎町におけるピーマンの粗生産額は 3 億 1,800 万円で順位 1 位と
なり、ピーマンの栽培が主要な部門に成長してきたことがみてとれる。その後、1970 年代以降
も、町全体の農業粗生産額の 4 割から 5 割を占め、代表的な農産物の位置を維持してきた。生
産額と共に作付面積もまた、1965 年から 1975 年にかけて３倍近く増加し、1970 年代後半には、
1960 年代前半の５倍近くに達するまでとなった10。加えて、1975 年においてピーマンの施設面積
は 82.6ha であったが、1980 年には 168.1ha と倍増し、栽培農家も 521 戸から 711 戸となる。すな
わち、ピーマンの生産増大は、上述のように施設の導入によるところが大きい。1986 年、旧波崎
町におけるピーマン栽培農家は 760 戸となり、387.5ha の収穫延べ面積を有するまでになる11。 
 ピーマン生産の拡大は、多様な品種の導入によっても促された。1960 年代中頃、３月から 12
月にかけて長期間に収穫を可能とする『エース』種が導人される。しかし、1970 年代中頃から、
他産地、すなわち冷涼な気候を利用した抑制栽培により 8 月から 9 月にかけて出荷する長野県

































鉄鋼・石油石炭・化学を始めとする企業が進出し、その数は 1981 年までで 54 社に上る。 
 むろんこの開発により、開発地域の周辺においては、兼業化が進展し、農業労働力の流出も



















































































































































































































































































































































































































































化した。波崎町における地目別面積をみると、1960 年においては、田 813ha、畑 1,557ha、宅
地 218ha、山林 1,789ha、原野 150ha、雑種地 232ha、その他の地目 2,188ha であったが、1983






第２図は、第１図と同じ範囲の 1984 年時点における S 集落周辺の土地利用を示している。
かつては、林の中に不規則に小区画の掘下田や畑が分布していたが、林は縮小し大きな区画の
















従労働力１人当たりの適正なピーマン作付面積は４月から 7 月に収穫する半促成栽培と 7 月か
ら 12 月上旬にかけて収穫する抑制栽培の組み合せの場合、14.6a である13。また、収穫最盛期 






























第 2図 1984 年における S 集落周辺の土地利用 
（石井ほか, 1986） 














 これまでみてきたように 1960 年代から 1980 年代にかけて成長した野菜産地は、その後、ど
のような変容を遂げているだろうか。 
 第３表によると、1990 年以降、旧波崎町における農家数（販売農家）は大きく減少傾向にあ














 こうした現在におけるピーマン栽培の維持を、旧波崎町でもピーマンの主要産地である S 集
落にみてみよう。第５図は、第１図、第２図と同じ範囲の S 集落周辺における 2017 年時点の 










































































































第５図 2017 年における S 集落周辺の土地利用 
（Google Earth, ZENRIN） 
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3 鹿島灘の地曳網漁は九十九里浜と比べて小規模であり、網一艘に漁船 l 隻、漁夫 3～4 人の片
手廻しであった。その後、規模は網一艘につき漁船 2 隻、漁夫 40～50 人ほどに大型化する。 
4 落花生がいつ頃から栽培されはじめたか明らかではないが、1894（明治 27）年頃に千葉県干
潟地方から移入され、広まったとされる（石井ほか, 1986）。 
5 1954 年にアメリカと MSA 協定（軍事援助）が結ばれ、小麦輸入が大幅に拡大される。また、
1960 年には小麦貿易の自由化が行われた。 
6 播種は 1 月に始められ、2 月に移植、3 月下旬に定植されて、6 月下旬には収穫ができるよう
になった。 
7 間口が 27m、高さが 1.4～1.5m で、割竹の骨組を用いていたが、5m 間隔の木枠で補強されて
いた。このトンネルの中には畝が２本つくられ、それぞれの畝には２条のピーマンが植えられ、
さらに畝にはマルチがかけられた。ビニールはまたノリ網で覆われた。 
8 1964 年発行の神栖地区農業改良普及所「農業改良普及計画書」による。 
9 間口が 4.5m で畝が 3 列のものと、問口が 5.4m で畝が 4 列のものと 2 種類あった。 
10 『青果物共選所資料』による。 
11 『茨城県農業基本調査』による。 
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14 1984 年時点における S集落における聞き取りによる。 
